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キーワードは、「地域内の連携」と「地域の総合力の強化」

現在、奥町連区においては、町内会をはじめとして、公民館、女性の会、老人クラブ、小・
中学校ＰＴＡ、子ども会などの様々な地域団体がそれぞれの特色を生かした活動を独自
に行っています。
地域団体の個々の活動がさらに充実し、自立した活動をしていくことが重要であるという
ことは言うまでもありませんが、そうした地域で活動する各種団体が連携・協力することで
地域全体が活性化し、奥町連区内が一体感のある街になると思います。

その為には、自分たちのまわりでどのような課題があるかを地域住民の視点で検討し、
地域や各種団体が一体となれるようにサポート組織が必要です。

そこで、地域づくり協議会を設立することで、将来に向けた連帯感のとれた街づくりの実
現を目指します。
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各種団体・地域住民から、地域の
課題や意見・提案を集約して、地
域全体での協調・協力がとれるよ
うにサポート・提案をしていく。

◎各種団体が独自に行っていた行事等に、興味や目を向けることが出来、
理解と協調により、奥町が一体感のある住みよい街となる。

◎地域で情報・問題の共有が図れ、強いネットワークを作ることが出来る。

結果として

地域づくり協議会のイメージ

「少子高齢化」「核家族化」「人口減少」「経済状
況」「無縁社会」から生まれる数々の課題・問題

必要な背景には・・

安全で安心して暮らせる住みよい街

結果として・・・

地域づくり協議会では、皆様からのご意見や質問の募集を予定しております。
「地域で起きている問題」「交通安全上の問題」「防犯上の問題」等々をお寄せいただき、皆様か
らの意見や回答を紙面の中で紹介したいと考えております。

23年4月以降に、奥町出張所内に「地域づくり協議会・ポスト」を設置しますので、そちらに投函を
お願いいたします。（地域づくり協議会の内容等につきましては裏面をご覧下さい。）

平成22年12月18日、奥公民館にて「奥町連区地域づくり協議会」の設立総会を、関係団
体長、町会長、地域住民の皆さんの参加で開催しました。

この総会では準備委員会が設立に向けて進めてきた経過報告と概要の説明、質疑応答
があり、皆さんの真剣な質問も多数ありました。　その後、協議会会長を始めとした役員
の選任を行い、会則の説明、事業計画案・予算案の発表が続きます。
そして最後に「安全・安心をつくる会」「ふれあいをつくる会」「元気をつくる会」「広報部会」
の各部会長が選任されて総会を終了しました。



地域づくり協議会・役員会名簿
役　 職　 名 氏　　　名

会長 柴垣　興一

副会長 石原　勇

副会長 松田　茂

副会長 （23年度の新連区長が着任）

理事 林　　茂

理事 赤塚　美代子

理事 土屋　筇史

理事 江端　稔

理事 岩田　謹哉

書記 荒木　忠敬

会計 五藤　雄二

監事 岩田　守也

監事 高野　善勝

安全安心をつくる会部会長 大橋　一八

ふれあいをつくる会部会長 坂屋　正美

元気をつくる会部会長 今枝　秀之

広報部会長 春日井　邦明

相談役 足立　樹丘
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各部会長が役員会に参加します

各部会からの意見・提案等を検討
し、事業化に向けた調整を行います

奥町連区地域づくり協議会の組織図

２月１１日に「一宮市民ロードレース大会」が一宮市光明寺公園競技場で開催され、奥小学
校からリレー・個人合わせて１０７名が出場しました。　１１月２２日から２月１０日まで、100
人を超える奥小の児童が熱心に練習に取り組み、自己の記録を大きく向上させて本番に臨
みました。　当日は雪が舞い散る寒い中でしたが、どの子も最後まで一生懸命走りきり、自
分が走っていないときには大きな声で応援をしました。そして継走では男子が２位という素
晴らしい結果で入賞しました。また個人の部で入賞した児童もいました。

＜3年間の継走の成績＞
　平成２０年度（２位）　　平成２１年度（１位）　　平成２２年度（２位）

３年連続での上位入賞の成績は他校でも例がなく、たいへん素晴らしい成績です。
子供たちの頑張りに心から拍手を送りたいと思います。

Ｑ，この協議会が発足すると、従来
の団体はどうなるの？　なくなる
の？

Ａ，従来の組織はなくなりません。
今まで通りに活動してください

Ｑ，各団体はこの協議会の傘下に
なるの？

Ａ，いいえ、なりません。
各団体をまとめる為の組織であ
り、各団体の協力関係が保てるよ
うにする立場です。

Ｑ，奥町の一般住民は協議会に参
加できるの？

Ａ，無制限ではありませんが、参加
できます。　とくに広報部会では、
若い世代の参加を募りたいと考え
ています。

地域トピックニュース

町会長会、　女性の会、　保護司会、　消防団奥分団、　ＡＶ技術者の会奥支部、　社会福祉協議会支会、
民生児童委員協議会、　人権擁護委員、　婦人消防クラブ、　ボーイスカウト一宮第６分団、　一宮市防犯協
会支部、　児童育成協議会、　学校外活動推進委員会、　赤十字奉仕団分団、　体育指導委員、　交通安全
会、　老人クラブ連合会、　小・中学校、　小・中学校運営協議会準備委員会、　資源回収推進協議会、　高
齢者の生きがいと健康つくり推進協議会支部、　小・中学校ＰＴＡ、　英霊戦没者奉賛会、　　青少年健全育
成推進委員会、　奥児童クラブ運営委員会、　公民館、　見守りネットワーク福祉委員会、　自主防災会連絡
協議会、　児童館厚生員、　地域住民からの参加者、（順不同）

主に下記の各種団体・参加住民が、部会に所属し意見等を協議して役員会に提案する。
いわゆる「ボトムアップ」的な組織で、広く地域の問題等の情報を集めます。
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